
スモンキーの予窮を怒期間ではあるが行っ1=｡

5)西アフリカ･チンパンジーの行動 ･生態の研

死

移 山 幸 丸

継続研死の困難な西アフリカ･ギニアのポッソ

ウにおいて純野生チンパンジーの個体群を,個体

誠別の下に2-3年間隔で定期的に調査を続けて.

道具使用などの特異的行動の観察とともに.出生･

死亡･移出入を初めとする個体群動態の把握を行

っている｡昭和55年度は.釆アフリカ･ウガン

ダのチンパンジーとの比較を中心に,これまでの

成果を別記のようにまとめT=｡

総 説

1)杉山串丸(1981):"野生チンパンジーの社会〝

221pp･講談社.双肩｡

2)Tamka,J(1980):"TheSam:Hunter-

Gatherersof山eKalahari- astudy

ofecologicalanthropology"2COpp.Univ.

TokyoPress,Tokyo.

8)小山直樹(1980):ニホンザルの人口論｡

朝日 稔嗣 "日本の野生を迫って〝.釆悔大

学出版会.粥京.8-34｡

輪 文

1)小山直樹(1981):ニホンザルの耶れの空間

構造と交尾城崎｡"エソロジーの立切にもと
l
づくニホンザル社会の研死〝(川村柄).

昭和55年皮文部省科学研死㌍祁助金(一般

研死B)研究報告苔.19-40,京大詔長研.

犬山｡

その他

1)大将秀行 (1981):ハレムとなわはり- シ

マウマの社会を比較するOアニマ3月号

(Ph96),53-59｡

2)河合雅雄･大揮秀行(釈):"動物の社会行動

一 魚からヒトまで〝 (W.エトキン他著 )

思索社,東京｡

8)Baldwin.L.A.,N.KoyamaandG.Te･

leki(1980):FieldresearchonJapanese

monkeys- a historical,geographical,

andbibliographicallisting.Primates,

21(2),268-301.

生 理 研 究 部 門

大島 清 ･目片文夫

林 基拾 .大内慶子 )

研 究 概 要

1)生殖リズムの中枢機序に関する研究

大 島 清

今まで符にニホンザルについて月周期,年周期

リズムにともなう郁々の正rl!肌をnrJ定してきた｡

今後.特にニホンザル先師リズムの季節性に関す
る中枢槻序を聯明する目的で.昭気生理学的,生

化学的.微細桐広学的.Ll皿的方法によって研究

を進める｡

2)胎児の生PJ!学的円分泌学的研死

大 Eも 沼

羊水中に浮かぶ水棲動物としての胎児が外環境

の刺激をどのようにとらえているか.まT:分娩発

釆に胎児が内分泌学的にどこまで関与しているか

を明らかにする｡

3)初期発生に関する研究

大 島 桁

人工受-1.3,又は体外受精において.より効率よ
く災敬川サルTJ繋析させるための韮礎研死を生化

学的.形憤学的におこなう｡

4) サルのWj将器系を/1理学的,薬理学的,組織

学的にしらペることによるサルの行動,姿勢との

関連を中心にLT:適応.進化についての研究.

目 片 文 夫

サルの進化,適応に伴い骨格や脳の変化が生ず

るのは当然であるが,その他の体内の諸器官 もま

た変化しているはずである｡しかし最近までなぜ

か循環器系からこの間題についての探求が見落さ

れていた｡そこで電気生理学的手法を中心に,秦

理学,粗放学の研究方法を用い,王として静脈系

について各種サルを比較し,循環器系からみた適

応,進化の機構を明らかにする｡

5) 神経ペプチドの脳内代謝機構の研究

林 基 拾

本年舵はサル脳内にP物質不活性化酵素を検索

した｡8y7iニホンザル胴各部位に酵素活性を調べ

ると,ほほ均等に分布しており.P物質が存在し

ないとされている小脳にも認められT:｡酎系を部

I)教務職貝
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分精製し若干の性質を調べたO又､本研究の一環

としてサルシナプトソームのアミノペプチダーゼ

の性質を調べた｡

総 説

(雑 誌 )

1)大島 清(1980):サルとヒトの比較産科学(3)

サルのお産(2),助産婦雑誌,34(3),53-60

2)大島 清(1980):サルとヒトの比較産科学(4)

サルのお産(3),助産婦雑誌,34(4).67-74

3)大島 清く1980):サルとヒトの比較産科学(5)

サルのお産(4).助産婦雑誌,34(5).53-62

4)大島 沼(1980):サルとヒトの比較産科学(6)

HJ長株の性と生殖(Ⅰ),助産婦雑誌,34(6).

54-61

5)大島 沼(1980):サルとヒトの比較産科学(7)

班長餅の性と生殖(皿),助産婦雑誌,34(7).

67-73

6)大曲 清(1980):サルとヒトの比較産科学(8)

皿長狭の性と生殖(I),助産婦雑誌.84(8),

65-72

7)大血 清(1980):サルとヒトの比較産科学(9)

サルのお産(5),助産婦雑誌,84(9).46-57

8)大島 泊(1980):サルとヒトの比較産科学的

詔長狭の性と生殖OY),助産婦雑誌,3480

47-62

9)大島 清(1981):サルとヒトの比較産科学的

サルの妊娠(I).助産婦雑誌,85(1).61-75

10)大島 清く1981):サルとヒトの比較産科学的

サルの妊娠(n,助産婦雑誌.85(2).61-71

ll)大島 清(1981):サルとヒトの比較産科学㈹

サルの妊娠(皿),助産婦雑誌.85(3),69-80

12)大島 清(1981):サルとヒトの比較産科学的

サルの妊娠卸),助産婦雑誌,35(5),57-68

13)大島 清く1981):サルとヒトの比較産科学84)

サルの妊娠Ⅳ),助産婦雑誌.35(6),55-65

14)日片文夫(1981):各種動物の冠状血管平滑

筋の屯気生理学的研究.CHC,inpress.

(qi行本)

15)大島 沼(1981):哨乳動物の初期発生(妹

尾左知丸他編 ).理工学社,東京O

輪 文

1) Mekata,F.(1981):Electricalcurrent-

inducedcontractioninthesmoothmu-

scleoftherabbitaorta.∫.Physiol.

(London),Inpress.

2)Hayashi.M.andOshima,K.(1980):

SubstanceP inactivatingenzymefrom

monkeybrain.IntegrativeC血troIFun･

ctionsoftheBrain,

3,(M.Itoetaleds.)Kodansha-EIse-

vier,19-20.

学 会 発 表

1)EffectofPGElderivative(ON0-802)

anddehydroepiandrosteronesulfate

(DHA-S)oncervicalripninginpre･

gnantmonkey.
K.Oshima,Y.Yokoi,

T.Nose,T.Tsuda,

K.Matsumoto,M.Hayashi

xthWorldCongressofFertility

andSterility,Madrid(1980)

2)各種サルの下大静脈平滑筋の組綴字的.屯気

生理学的研究

目 片 文 夫

第25回プリマーチス研死会(1981)

3)動脈平滑筋の伸張に対する電気的反応

目 方 文 夫

第3回日本動物生理学会 (1980)

4)下大静脈平滑筋の電気生理学的研究

目 方 文 夫 ′

第51回日本動物学会 (19軸)

5)各位動物の冠状血管平滑筋の唱気生理学的研

究

目 方 文 夫

cI]C特別講演 (1980)

6)ElectrophysiologicalstudiesOfthesm･

oothmusclecellsofrabbitaortaand

dogvenacava.
Mekataど.

ForthIIlternationalSymposium

onVascularNeuroeffectorMe･

chanisms.InKyoto(1981).

7)Differenceinelectricalpropertiesof

innerandouterandoutersmoothmu-

scleofvenacavaofthedogand也e

monkey.
Mekataど.
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InternationalWorkshop､Inner･

vationanbTransmitter●Mechani-

sm inSmoothMusde〝InOka

zaki.

8)サル大動脈平滑筋の電気的性質における種特

異性

目 片 文 夫

第52回 日本動物学会

9)サル大脳のP物質不活性化酵素について

林 基治･大島 清

日本生化学会第53回大会.宋京(1980)

10)サル脳内サブスタンスP不活性化酵素

林 基治 ･大島 油

日本生理学会市58回大会.徳島(1981)

ll)Progesteronereceptorsinmonkeybrain

andhypophysis.

J.Kato,T.Onouchi,
K.Oshima,K.Arai,

S.Okinaga,M.Hayashi

.XthWorldCongressonFertility

andSterility,Madrid(1980)

生化学研 究部門

高fTi位治 ･竹中 修

景山 節 ･中村 伸

浅岡一雄

研 究 概 要

I)蛋白質および酵素の構造,機能.分子進化に

関する基礎的研究

高 橋 鍵 治

上記研究の一環として.酸性プロテアーゼ(ペ

プシン及びRAP)の活性部位のジアゾケ ト■ン形

スピンラベル試矧 こよる特異的化学修飾を行い,

修飾蛋白の性状をESR測定tこより明らかにした;

2)霊長類の解毒酵素に関する研死

浅岡一雄･前橋位治

グルタチオンS-アリール転移彬累の構造解析

の一環として,化学切断ペプチドの解析を行った｡

2)

また.ハロゲン化合物に対する上記酵素の作用特

禁 ;三;;;:;lc芸言;品m一芸孟孟慧芸嘉
t'を進めT=｡

8) ペプシ1)-ゲン氾伝子の榊班と発現機鰍 こ関
する研究

十川相通).市原Bm 6).朋 伸治

ペプシノーゲン氾伝子の摘迫と発現機榊を迫死

する基礎研死として.ブタ円粘膜よりペプシノー

ゲンmRNAを抽出し,オリゴ(dT)-セル｡-

スクロマトグラフィー及びショ糖密皮勾配遠心法

により部分和製Lt:｡部分精製mRNAは約15S

の大きさで.小変肱無細胞蛋白合成系における生

成物は.ほとんどペプシノーゲン相当物のみであ

っT=｡さらに.cDNAを調製し,その部分構造

解析から本mRNAがブタペプシノーゲンのmRNA

であることを確認した｡

4)生理活性ペプチドの生成 ･分解に関与するプ

ロテア~ゼの検索と性状の解明)
森山昭彦 ･高橋健治

上記研究の一環として脳租税中のプロテア-ゼを

検索し,トリプシン様プロテアーゼの存在を見出した｡

この酵素活性は可溶性分画および膜分画の両者に存

在し.脳内部位別分布を検索した結果.脳下垂体

視床下部等に荷比活性で存在することが知られた｡

阻告剤の効果からSI川学累の一位と推定される｡

なおまT=荘投獄肺カテプシンD-Ⅱについてその

前駆体の存在の証明と,括･性化械序の解析を行い

ペプシノーゲンCの場合と既似することを明らか

にした｡

5) 租税中の蛋白分解鮮累の性状の研死

市原段和･十川和は･花倍位治

ミクロゾームのシグナルペプチダーゼの性状検

索に必要なプレ蛋白として.プレペプシノーゲン

を選定し.そのN末梢域アミノ酸配列のラジオシ

ークエンス法による決定の予断的検討を進めT:｡

まT:.心筋のアルカリ性プロテアーゼの性状の

検累.正rf!及び肪ジスニワトリの肪プロテアーゼ

活性の測定等を進めた｡

I) 教務職員

2) 吉田政幸 ･渡辺徳子(東大･理)･中山伸一

(埼玉大 ･理 )らとの協同研究
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3) 光安野夫(佐賀大 ･教養 )との協同研究

4) 藤井義明･村松正美(癌研究所 )との協

同研究 ､

5) 研修員 6) 研修員

7) 研修員


